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1.講 演 記 録 、 一 、

日時 平成23年12月17日15時30分 ～17時30分

場所 近畿大学東大阪キャンパス本館7階 ホール

参加者 約300名

パー ト1「 大学改革にお ける大学アーカイブズの役割

一 「大学」の基礎条件の一つ として一」

講 師:立 教学院 本部調査役

東京大学 名誉教授 寺暗 昌男 氏

パー ト,2「 学習院アーカイブズの活動 と課題

一私大アーカイブズの一事例一」

講 師:学 習院アーカイブズ 桑尾 光太郎 氏

総合司会 教育改革推進センター長 浦崎 直浩

司会 研 究代表者 ・経営学部教授 増 田 大三

浦崎 それではただ今 よ り、平成23年 度第2回 全学FD研 究集会 を始 めさせていただきま

す。私は教育改革推進セ ンター、セ ンター長で、全学のFD研 究集会の企画運営を担 当して

お ります浦崎 と申 します。本 日は総合司会 を務め させ ていただきます。 ど うぞ よろ しくお

願い申し上げます。

本 日は多 くの先生方 にご参加いただき、御礼 申し上げます。教育改革推進セ ンターでは、

全学FD研 修会 を年2回 、1回 は学内の先生方の研究成果の報告、もう1回 は外部か ら著名

な先生方をお招 きして、FDに 関す るご講演 をいただいてお ります。既に7月 に、運営学部

の岡本先生の教育の取 り組みの事例 として、芸術教育 とワークシ ョップのFD研 修会を開催

いた しま した。今 回は大学アーカイブズについて、お二人の先生 をお招 きして、講演を拝

聴することに してお ります。

まず始 めに、本学全学共通教育機構副センター長、経営学部教授の増 田大三先生よ り、

今回の ご講演 の趣 旨を含 めま レて、 ご挨拶を頂戴 したい と思います。 どうぞよろしくお願

い申し上げます。
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増 田 皆 さん、 こんにちは。全学共通教育機構の副機構長 を してお ります増 田で ございま

すげ よろしくお願いいた します。先 ほ どの学内にお ける集会に続 きま して、先生方 、職員

の方々はたいへんお疲れだ と思います けれ ども、今後の大学改革 について非常に重要なテ

ーマであ りますアーカイブズについて、今 日はお二人の先生においでいただきま して、 ご

講演 をいただき、いろいろな示唆を賜れ ばとい うことで、FD研 究集会を開催 させていただ

くことといた します。先 ほど休憩時間に見 られた先生 も多か ろ うと思いますけれ ども、わ

が校 の原子力研究所が建設 されます ときのテープ、熊野高専が名張に移転する際に資料の

整理 をして、出てきたものです。それを新たにDVDに 焼 き直 して、今 日先生方に見ていた

だ きま した。非常にわが校に とっても貴重 な資料 でございます し、また社会に とっても、

今原子力が問題 になってお りますけれ ども、最初 に民間の施設 として原子力研究所 を建設

した とい うことで、非常に意義のある資料ではないかと思 って見ていただきました。ただ、

これは一つの例でございま して、創設以来86年 、様 々な資料や書類が近畿大学に蓄積 され

ていると思 うのですが、残念 なが らそれ らが完全 な形で整理 され保 管 されているとい う状

況ではない ように思います。13年 後には開学'100周 年 を迎 えることにな ります し、その と

きには100年 史 とい う年史をつ くることになるで しょう。そのためにも今 この時点か ら、

近畿大学の歴史を振 り返 り、様々な事務 においてつ くられた文書 とか資料を、きちっとし

た形で整理 してお く必要を切実 に感 じてお りま して、今 日のFD研 修会をお願いいた しま し

た。たまたま今 日は、先に職員の方が参加 され る、評価検証の集会がございま した。今 日

はFDと させていただいたのですが、本来であればFD、SD研 修集会にすべ きであったな

と、今朝電車に乗 ってから思 った次第です。少 し知恵が足 りなかったかな とい うこ とをお

詫び させ ていただきたい と思います。そ して本年、近畿大学の大学アーカイブズの構築に

関す る基礎的研究 とい うことで、学内研究助成金 を受け、学 内及び短期大学の先生8名 で

研究を進 めさせ ていただいて、様 々な大学を訪問 させていただいてお ります。その中で、

我々の共通認識 として、やは り大学全体、教職員全体でこのアーカイブズについての基本

認識 を持 ち、またこの変革時期にあります大学教育において、アーカイブズが果たす役割、

またわが校では 自校学習 と申してお ります けれ ども、 自校教育においてもまたこのアーカ

イブズが大 きな役割を果たす のではないか と考えてお りま して、そ こで今 日、 ご高名 な二

人の先生においでいただいて、ご講演 をいただき、様 々な示唆をいただ こうとい うことで、

開催 させていただきます。
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それでは引き続 き、司会 をす るとい うことで ございますので、まず今 日は二つのパー ト

に分け させていただきま した。 まずはアーカイブズの基本認識。それ か ら、変革期 におけ

る大学にとってのアーカイブズの役割 とい うことです。 まずは寺崎昌男先生にご講演 をい

ただこ うと思います。寺暗先生は1932年 の生まれ とい うことで、来年は80歳 をお迎 えに

な りますけれ ども、東京大学大学院教育学研究科 を修了 し、教育博士号を取得 され ました。

その後 の主な経歴 はプ ロフィール を見ていただ くことに しま して、現在 は東京大学、桜美

林大学の名誉教授 、それ か ら立教学院本部調査役 、財団法人 中央教育研究所理事長、立教

大学大学教育研究 ・支援セ ンター顧問等 を兼任 されてお ります。ご専門は 日本近代大学史、

教育史で して、最近の代表的な著書はプロフィール を参照いただきたい と思います。また

教育史学会代表理事、 日本教育学会会長等 も担われ、 日本学術会議会員で もあ ります。 た

ぶん 日本の教育史、大学教育については第一人者 の先生であろ うと思ってお ります。今か

ら先生に約1時 間 ご講演 をいただきますので、よろしくご拝聴いただければと思います。

それでは先生、よろ しくお願いいた します。

パー ト1「 大学 改革 にお ける大学アーカイブズの役割

一 「大学」の基礎条件の一つ として一」

は じめに

こんにちは。 ご紹介いただきま した寺崎であ ります。今 日こ うい う場 にお呼びいただい
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した。否、知 りませんで した。私 どもも知 りませんで した。それが30数 年経つ と,今 や大

学改革 の中心的な課題 の一つ とな り、一番重要 なことで、過去の文献 をどうす るか とい う

課題 が大きな関心を持たれ るようにな りま した。 この時代その ものが、私にとっては非常

に感謝すべきことだ と思われます。

今、司会 の増 田先生か ら、来年は80歳 になるとい きな り年齢を明か されたのですが、そ

れは本 当です。 自分で も年齢 を忘れ てつい何か しそ うにな りますのでぐ 自戒せねばな らな

い と思います。毎 日忘れないよ うに、お前は年 を取 っているんだか らと言 っているのです

が、80歳 近 くになってこ うい う話 を聞いていただけるとい うのは、私に とっては もう一っ

のあ りがたいことです。

まず始めに、大学のアーカイブズ とい うことをいつ私たちが知 ったかにっいて述べま し

ょ う。

私は1975年 か ら約12年 間、80年 代の後半まで、東京大学百年史 とい うものに関わ りま

した。先ほどこち らの大学ではあ と13年 で100年 になると伺いま したが、ち ょうど同 じく

らいの時間が東大百年史の編纂 にかかったんですね。3人 の委員長 の うち第3代 目が私で、

私の時代 に全部刊行 をや り遂 げたのですが、・その当時、私たちは、アーカイブズ とい うも

のの、言葉す ら怪 しいほ どで した。

もっ とも、今 は東京大学大学史史料室 とい う形でアーカイブズができてお ります。それ

は私 どもがつ くったものです。また最近では、東京の大東文化大学が歴史資料館をっ く り

ま して、それにも私は参画いた しま した。そ こは一般に開いてお ります。 も う一つはご存

じの大学基準協会。 ここには大量の資料 があ ります。戦後、 占領軍が 日本の大学を変 えさ

せ よ うとい ろんな努力 を しま した、その窓 口が大学基準協会だったわけです。その当時は

財 団法人ではな く、単なる民間団体で した。そ こを窓 口に して、占領軍 がいろいろな指導

をし、4年 間の学部の教育、それか ら大学院、そ して図書館 、これ も戦前は未熟なものを立

派に し、も う一つは、大学の通信教育です。 これ も戦後 日本で初 めて本格的に始まった も

のです。大学院教育、学部の教育、図書館、通信教育 とい う四つの基本制度は占領軍がい

ない とできないもので した。それ らについて四つの基準をつ くった窓 口が、'大学基準協会

なのです。後に協会は財団法人 とな り、今 は認証評価機 関 として認 められています。その

協会 に保存 されている資料は、 ものす ごく大切な ものなんです1手 で触 る とボロボ ロ崩れ

そ うなザラ紙の資料の中に、占領軍が何 と言 ったか、それ に対 して 日本 が どう答 えたか、

そのカギ とな る記録 が山の ようにあるのです。今 それ をアーカイブズにすべきだとい う提
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案をいた しま して、現在整理がきちん と進行 してお ります。いずれ公 開 されるで しょう。

そ うい う事業 にも私は参画 してお ります。

そ うい う事蹟をもとに して、今 日は肩にカ を入れ ないでお話 ししたい と思います。気楽

にお聞 きいただきたい と思います。

1.大 学 に対す るニー ズの強化 ・多面化 と求 め られ る 自己革新

まず一番 に、今大学は どのよ うなことに迫 られているのか、 これ を申し上げておかない

といけないと思います。

第一 に、「質」 とい うものについて皆が関心を持 ち始めた とい うことです。 これは教員の

先生方 よ りも職員の方のほ うがひ ょっとした らもっと深刻 にご存 じかもしれませ ん。

これ まで大学は どこに関心 を持 たれていたか とい うと、まず入学の ところで した。何点

あれば進学できるか、 どれ くらいの成績 な ら推薦 を受け られるか とい う、入 るところがま

ず問題 で した。その次 に出 るところです。果た して卒業で きるのか、卒業 した としてその

前提 に企業や官庁 に就職できるのか。その二つだけが問題 となっていて、それがず っと戦

後60年 間続いてきたわけです。大学 についてはその二つ しか問題にな らなかった。 ところ

が、十数年前か ら、入 って卒業す るまでの 「間」に大学が何を したか とい うことが今問わ

れてい るわけですね。 そこの ところを表す言葉 が大学の 「質」なのです。入 った学生に ど

れだけの力 をつけたか。 この質の側面が、かつて全然考 え られ なかったほどの関心の対象

になっているのです。

それはい くつ もの原因か ら起こっていることです。

第一は、大学に とってみれば、非常に手近な問題 として、学生の確保です。 「質」がよく

なければ、志願者の確保が難 しい。18歳 人 口は減 るばか りで、その限 られた人に、 どれだ

け自分の大学に 目を向け させ るか、実際に受験 させ るか とい うことが、大学にとっての緊

急の課題であ ります。

第二は、今 申し上げたプ ロセスの ところで何を しているのか、昔 とは比較 にな らない く

らい、外側 の社会 が問題視 しています。手近 なところでは保護者で、それか ら産業界、 こ

れは昔か らのことですが、最近ではますます、国際的な競争 とい う観点か ら問題視 してい

ます。また官庁 も、優秀 な若 手を採 りたいので、そのために大学 は何 を しているのかとい

う目で見始 めています。つま り国内の関係者が大学 を見る 目は、かつて とは比較にな らな

い くらい厳 しくなってきた とい う問題が ございます。
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しか し、それ だけではあ りません。第三には、国際的な動 きがあ ります。今文科省や 中

教審等が大学教育の充実を言い始めたのか、その背景の二つが、}ヨー ロッパのEU諸 国の

動きです。最近はギ リシャのよ うに非常に困難 を抱えている国もあ りますが、EU諸 国全体

の水準 を高 めようとす る動きです6そ のためには、教員や学生が どの大学にいて も学べ る

よ う、流動性 を高 めよ うと焦っています。EU全 体の大学の質の力を上げたい。なぜか とい

∴撫 購1羅 琵藷譲 難1、覇≡輯
どうやら髄 は・シンガポ 灘韓 懸

灘 灘 ・"懇

欝鱗灘 璽
ヨー ロッパ に引き留める必 会場風景

要がある。それ によって、

世界の留学生をヨーロッパ に集 める必要 がある。そのためには水準をきちっ と守 らなけれ

ばい けない と考 えてい るのです。 もっとも、 ドーバー海峡 を越 えてイ ギ リスだけは、ず っ

と前にサ ッチャー首相の下で厳 しい質の維持を始 めま した。 それに続 くかたちで、カ リキ

ュラムの共通化、国際的水準の設定 を行い、それ を守ることが 目指 されています。 こ うい

うヨーロッパ諸国の動 きが 日本にも多大 な影響 を与 えてい るわけですね。放 っておいた ら

ヨー ロッパか らもアメ リカか らも大 きく引き離 され る。 この危機感 が、政府 にも産業界に

も強 くあるわけです。ですか ら世界 中で東大はランキング何位か とい うよ うなことが問題

になるのです。京都大学は何番か、九州大学は どうかとい うことになってくるわけですね。

そ うい う国際的な背景が、実は ものす ごく厳 しく存在 しています。 これが質保証 とい うも

のが特 に求 められている、第 四の大きな理由です。

五番 目は、少子化の問題 です。 これはご承知か と思います けれ ども、18歳 人 口は、あ と

8年 か9年 くらいは今の状態が続 きます。しか しその後は、回復 し難い超少子化の時代が参

ります。大学に誰が来て くれ るか とい うこ とは ものす ごく大きな問題 にな ります。それに
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対応す るために何 が必要か とい うと、今何 をしてお くか、これが大事 です。8年 後 に慌てて

いたのでは どうしようもあ りません。 そのためには どうしても、質の保証 をす るとい うこ

とについて、今、できる限 りの手を打っておかなければな らない。

そ ういった意味で 日本 は、大学の教育 をよくしていかなければな らない とい うことに迫

れ られているわけです。

もちろん、今 申したのは全部外側か らの圧力です。大学が責任 を持てない部分か らの圧

力です。 しか し大学 としてはど うい うことが課題 になるか とい うと、 目の前の学生諸君の

学習に どう応 えるか とい うことです。 この責任 は、いよい よ免れ難 くなって きた と思いま

す。そ して、アーカイブズを設置す るか どうか とい うことも、それ に対応す る方策の一環

としても存在 しているとい うことが、私の申 し上げたい ことでございます。

皆様 に強調 しておきたいのですが、大学基準協会では、今年度か らの認証評価 に際 して、

アーカイブズをきちん とつ くること、そ して本格的な沿革史をつ くることは、 「内部質保証

システム」の一つだ、 と言 っているのです。内部質保証 システムの一環 として、それ らが

今求め られているんですね。 それを承知 しておいていただきたい と思います。

最後 に申し上げたいのは、 「質保証」の要求はブーメランのよ うに各大学 自身 に返 って く

るとい うことです。

あらゆる団体が大学 についての意見を述べる ときに、 このこ とを言 うのです。特に、 日

本学術会議 が文科省 か ら諮問を受けて、質保証に関す る会議 を数年前か ら開いていま した。

学術会議ですか らあ らゆる専 門領域の人がいます。そ うい う人たちが自分 の領域で質を保

証す るためにどうい うことを した らいいか とい う議論 を重ね、その結論が昨年か ら今年 に

かけて全部公 にな りま した。結局その結論 とは、各大学の努力 を待つ ほかはない とい うこ

とです。彼 らが言 うには、大学に小 中高校の ような学習指導要領をつ くるよ うなことを自

分た ちは決 して望まない。大学学習指導要領 をつ くれ とか、各教科 ごとに水準 と内容 を示

す とか、そ うい うことは しない。結局の ところ我々は どの大学 にも共通 して必要 なことを

示 し、あ とは各大学の対応努力 を待っのだ、 と。私に言わせ る とそれは、ブーメランを投

げるの と同じで、大学の 自律性 を前提 とす る限 り、結局の ところ自分に返 ってきます よ、

と日本学術会議 は各大学に言 っているわけです。結局、好む と好まざるとにかかわ らず、

大学人 としての責務 は大き くならざるを得ない と思います。その一環に、アーカイブズの

開設 も、入 ってきてい るわけです。
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2.黎 明期 の思い出

さて、あま り最初か らむ きにな らず に、 ここで私の個人的な経験 を申し上げたい と思い

ます。

一っは40年 前
、東大百年史をつ くった ときの ことです。1970年 代後半か ら80年 代にか

けてのこ とですが、東大もこち らと同 じよ うに、キャンパスはいっぱいある し、学部 は当

時10個 、研究所は13か 所あ りま した。それ を集 めて百年史 をつ くるのですか ら、大変な

ことです。手元の資料 としては、明治時代の ものがわずかに集まっていただけで、あ とは

学 内に散 り散 りば らばらで した。その頃、 ど うや ら外 国の大学 にはアーカイブズ とい うも

のがある らしい とい うことを我 々は うす うす知 りま した。 しか し東大にはない。 どんなに

立派な安 田講堂があったって、アーカイブズな どの ことは誰 も考えなかったのです。図書

館 は何 百万冊 とい う本を抱 えているけれ ども、図書館の人は、アーカイブズは うちの仕事

ではない、 自分たちは図書や文献の整理 と分類が仕事だ と。アーカイブズは考えていませ

んで した。

そこで、我 々は、世界のアーカイブズを調べてみよ うと考えま した。2代 目の土田直鎮委

員長の時に、「東京大学 における記念的資料 と物 品の保管 と活用 に関す る研究」 と称 して、

こちらと同 じよ うに本部か ら資金 を取 って、学内の研究で始 めたわけです。そ して世界各

国の主な大学で 「アーカイブズがある」 と書いてある所を、分厚い世界 の大学一覧をチェ

ックして、全部に質問状 を送ったのです。 「お宅 の大学のアーカイブズはいつできたのか、

何のためにできたのか、 どんな活動 を しているのか」 をアンケー トにして発送 しま した。

すると、 しば らくした ら続 々 と返事が来 るんですね。 それ も、アンケー ト回答 どころの

返事ではな くて、色々な大学か ら厚 いパ ッケージが どん どん送 られて くる。 見ると、いろ

んな国の大学がアーカイブズに関わっている。我 々がよく知ってい るハーバー ドな どか ら

は、 とても厚い資料が送 られてきま した。びっく りしたのは、「東大か ら照会があったか ら

急遽送 る」 とい う内容 ではなかったこ とです。 どれ を見ても、極 めて 日常的な書簡 が入っ

ていて、我 々の所では こんな ことを しています、 とい う内容で した。っ ま りアーカイ ヴズ

活動な どは、極 めて 日常的業務だ とい うことを示 しているのです。 とい うことは、 どこで

も普段か らそ うい う事業 をずっ とや って きたわ けですね。 アメ リカだけで比べてみる と、

短期大学も含 めて92%の 大学がアーカイブズを持っている とい うことが分か りま した。 こ

れは大変 なことだ と思われ ました。

また、関連 していろんな文献 を読 んでみます と、近代大学に とって不可欠な施設 が三っ
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あると書いてあるのです。一つはライブ ラリー、図書館 ですね。それ か ら二番 目がアーカ

イブズ。三つ 目が ミュージアム、博物館です。頭文字を とってLMAと 言われているので

す。私たちは知 りませんで した。東大だな どと威 張ってはい られない、 うちは大学 になっ

ていない じゃないか ということに思い至 らされたのです。

傑作で したよ、アーカイブズ とい う言葉 だけを知 っていて、実体が思い浮かばないのが

当時の私たちの状態だったのです。図書館 の地下に昔の書類が置いてあるけ ど、あれはア

ーカイブズなんだろ うか。もう一つ、事務 の人が しょっちゅ う出入 りする 「通信連絡倉庫」

とい うものがあ りま した。裏 門の入 口の横 にプ レハブの、かな り大きいけれ ども粗末な1

階建ての建物 があるんですね。縦が20メ ー トル くらいの建物です。時々職員の人が鞄 を持

って中に入 り、 しばらく経 ってか ら出て くる。 あとか ら聞 くと、「非現用文書」 とい うもの

がそこに置いてあるらしい。それがアーカイブズかなと。その程度の知識 で した。

一方で、先生たちの業績を見 ると、アーカイブズのことがいろいろ書いてあるんですね。

例 えば英文学の先生はイギ リスに行って、アーカイブズに行 って、ある作家のこ うい う資

料 を発見 した と。法学部 の先生は憲法 の調査 に行 って、 ミュンヘ ン大学の中の資料 には こ

うい う文書があった と。科学史の先生はアメ リカの大学でアーカイブズを探 って、昔の科

学者 の伝記を書いてお られ る。 アーカイブズ とい うのを、皆、他 の国の大学では使 ってい

るんです よ。 ところが東大 にないことを誰 も不思議 に思っていない。 これは私たちにとっ

て驚愕すべき事実で した。私 どもの無知であ り、みんなの無知であると。やがて何 回も総

長に交渉 して、やっ と在任 中に史料室 とい うものをつ くって もらった とい うのが、当時の

思い出です。

その うちに私は、本物 を見たい と思 うようにな りました。80年 代後半に、全米アーキビ

ス ト協会 とい うものがあることが分かったのです。それは調査の過程 では じめて分 かった

んですね。SAA(SocietyoftheAmericanArchivis七s)と い うのですが、そこが年1回 大会

を開いている とい うことが分か りま した。それに行 ってみ よ うと思って、学術会議 の国際

会議派遣に 申請 し、幸いなことに通ったんですね。それで行 ったわけですが、大会 はホテ

ル を全 て借 り切 って行 うわけです。 日本人は私一人です。カナダやメキシコか ら来た とい

う人はいたんですけ ど、95%以 上がアメ リカ人 で した。 そ して800人 くらいの参加者の中

で、100人 以上がユニバーシティやカ レッジのアーキビス トのグループで した。その人たち

が分科会 を持 って、そ こでいろんな熾烈な議論をす るのです。例 えば大学のアーカイブズ

はいったい誰のためのものか、歴史学専攻者 のための ものか、それ とも市民のためか、あ
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るいは集 めることだ けが問題 で活用す る必要があるのか、 とい うこ とです。集 めることに

協力 もせず、活用 だけしに来るのはわがまま勝手ではないか と。 アーカイ ヴズ活動をや り

だす と、どの国の大学でも当事者はそんなことを思 うんだな、 と感 じなが ら、参加 してき

ま した。

大会が終わった後、2、3の 大学を訪ねてみま した。 あちこちで話 した ことがあるのです

が、私に とって鮮烈な印象 で したので、お聞き くだ さい。 ミネ ソタ大学へ行 きま した とき

に、知 り合いになった女性 のアーキ ビス トが、私 の行ったその 日に旅行 に行 くとい うので

す。 どこへ行 くのか と聞くと、バケー シ ョンを利用 してイ ギ リスに行 くと。私の代 わ りに

この人が相手 をして くれ るか らと、若い女性の大学院生を紹介 してくれ ま した。彼女はパ

ー トタイムだけど、責任 を持って くれ るか らと。その女性 に私は聞いてみま した。ついで

だか ら何でも聞いてやれ と思ったんです。 「1930年 代の どこかの学部 の時間割はないです

か」。す ると、 「ああ、 あ ります 」 と言 うな り目の前で さっとロッカーへ歩み寄 ると、そこ

には1932年 のものでしたか、生物学部の資料が全部入っていたのです。その中からちゃん

と時間割 を引き出してくれ ま した。 え一っ と思いなが ら見 ると、その当時の生物学部の教

授活動が一 目で分かるんですね。考 えてみ ると、私のお りま した東大教育学部では、 もは

や10年 前の時間割 も残ってお りません。その年が過 ぎた ら、何の役 にも立たないものだか

ら、捨てて しま うんです。そ うい うものがちゃん と出て くるのです。 こうい うことが実は

大事なんだ と思い知 らされま した。 これがあると、例 えば昭和6年 か ら7年 にかけて、現

にどうい う人がどうい う科 目を教 えていたかな どが一発 で分かるんです。

また、シカ ゴ大学にも行 きま した。シカゴ大学は図書館 とアーカイブズが一体 になって、

2階 はアーカイブズ、それ より上の階は図書館 とい う構造 になっていま した。そこで、「す

みませんが、こち らの大学で1929年 にデューイ とい う人が開いた実験学校 があるとい うの

ですが、その資料はあるで しょうか」 と聞いてみ ま した。 とい うのは、シカゴ大学のアー

カイブズは理事会 と教授会、そ して理事会 と外部 の団体が どうい う交信 をや っていたか と

い うレベル の記録 を一番丁寧 に持っていてそれが 「売 り」で した。それ を知っていたか ら

です。デューイ とい う教育哲学者の名前ぽお聞きになったことがあると思います。20世 紀

最大の教育哲学者 です。彼がシカ ゴ大学で付属実験学校 を開いたのが1929年 です。私の質

問を聞 くと、手伝 いの男性が、 「では どうぞ。一緒 に行きま しょ う」 と、図書館の地下の、

ち ょうどこのホール くらいの広大な地下室 に連れて行 かれま した。 そこにはず らっと、何

百 ものアーカイ ブズのロッカーが並んでいま した。彼 はある箱 の所に行 くと、ぱっ と引き
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出 して くれま した。デ ューイがその年 に理事会に出 した、実験学校 をつ くりたい とい う理

事会宛届出が瞬時に出てきたのです。本 当に驚きま した。

そ うい う四年制大学の、それ も名 門大学に行 って驚いただけではあ りません。それ以外

に・近 くにあった短期大学 も訪 ねてみま した。そ こにはたった一人のアーキ ビス トが展覧

会 をや っていま した。 どうい うものか とい うと、アメ リカ中西部の この地域 に対 して大学

が ど うい う貢献を してきたかをテー々に した展覧会で した。彼 らは地域 に対 して、 自分た

ちの大学が何を しているかを知 らしめる必要があると、心か ら思 ってい るのです。そ して

その ことをテーマに して展覧会 を開いてい るわけですね。

大学アーカイブズの専門書 を読んでみ ます と、 こ うい うことが書いてあ りま した。 アメ

リカの大学アーカイブズは、ヨー ロッパか らの二つの伝統を引き継 いでいると。一つは 「マ

ニュスク リプ トの保存」 とい う伝統。マニュスク リプ トとは、手稿 とか原稿 と訳 され るこ

ともあ りますが、概ね手書 きの原文書のことです。二番 目は、それ を活用 して 「歴史研究」

をや るとい う伝統。 この二つの伝統を引き継 いで、アメ リカが次 に付 け加 えたのが、 「地域

への大学情報の公開」 とい う新 しい伝統だ とい うのです
。大学 は地域のためにあるとい う

伝統 を踏 まえて、アメ リカの大学アーカイブズは発展 していった ことが よく分か ります。

私はその三っの うち一番最後の伝統 を、その短大で見たのです。 日本では、「うちは短大で

すか ら大 した歴史はあ りません」 などと言 うところですが、全然違います。私 にとって、

単なる学会見学以上の成果がそのときにあ りま した。

私 は帰国 して、それ か らずっ と大学 にアーカイブズをつ くるこ とにカ を注 ぐことになっ

たわけです。現在で も、いろいろな所か ら大学問題について話 を してほ しい とおっ しゃっ

て くだ さるのですが、私は特 にアーカイブズをつ くりたい、沿革史をっ くりたい とい う大

学か らお話があると、断 らない ことに してお ります。それは私の使命であると思 ってい る

のです。私が本 当にカを入れて話ができるのは、その二つのテーマなのです。

その後・今いろいろな国公私立大学でアーカイブズが広がっています。私学では、い く

っかの大学で例外的に、非常に力を入れてアーカイブズを育て られてい る所 もあ ります
。

この近 くでは同志社ですね。それか ら国立大学では断然京都大学。 もっと西へ行 くと九州

大学・広 島大学 も最近頑張ってお られます。 いろんな大学が、 うん とカを入れ られ るよ う

にな りま した・北の方では、東北大学や北海道大学がそ うです。 旧帝大を中心 とする国立

大学は今・競 って大学アーカイブズの設立に力 を注いでお られます。 中には、予算がな く

なったか ら・運営交付金が減 ったか ら、 とい うことで縮小 してお られ る所 もあって、一様
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とい うわけにはいきません けれ ども、全体 としては昔 とは比較 にな らない くらい、アーカ

イブズは広まってきてお ります。新制国立大学 もそ うです。静岡大学、金沢大学などでは、

それぞれカ を入れ て自分 の大学の沿革 を編纂 され、資料 を集 めてい らっしゃいます。 もう

一っ
、大阪市立大学 も頑張って史料室 をつ くってお られます。 こ ういった所は、言どこも苦

しいなが ら頑張ってい らっ しゃるんですね。

次に、何 を集 めるのか とい うことにな ります。国立大学の場合、非現用文書、今使 って

いない文書 を、所持 してい る所が選別 し、アーカイブズに送 ります。アーカイブズは さら

にそれ を選別 して保存 します。 さらにそれでもスペースが足 らない場合 は、 どん どんフィ

ルム化 し、映像化 して、そのフィル ムを保管す るとい うことになっていきます。先ほ ど上

映 された記録映画の ように、これか らどん どん映像 も増えてい くで しょ う。例 えば 「近畿

大学のあゆみ」 とか、「近畿大学を 目指そ う」な どのPRフ ィル ムは毎年つ くられますね。

このような もの も5年 ごとに1つ ずつは保存す るようなシステムにすればいいのです。

アメ リカで も う一つ、スタンフォー ド大学 を見ま した。名門大学であるはず の同大学の

アーカイブズは、む しろ貧弱で、それに驚 いたのですが、それでもスタンフォー ド大学の

アーカイブズは物品を一か ら保存 しています。例 えば大学が開かれた ときの門標 をちゃん

と保存 していま した。その頃のアメ リカの証書、大学 として認 定す るとい う、認証機関か

ら来た証書な どもちゃん と保存 してい る。応援旗 といったもの もきちん とある。物を中心

にかな り充実 して集 めてい らっ しゃるのがスタンフォー ドで した。 このよ うに各大学、ア

ーカイブズには特徴があ ります
。近畿大学のアーカイブズも特徴 をお持 ちになって結構だ

と思 うんですね。そ うい う特徴 に基づいて大学アーカイブズをつ くってい くことがアメ リ

カでは進め られてきま した し、 日本で もやがてそ うい うふ うになってい くで しょう。

3.ア ーカイブズ設置 は どの よ うな役 に立っか

三番 目として、アーカイブズの設置は どのよ うな役に立っのか。

一番大きいのは
、今求め られている建学の理念 とは何 か とい うことを解明するのに、な

くてはな らないのです。 このことに一番熱心 なのが、例えば慶磨義塾です。福沢研 究 と慶

磨義塾アーカイブズは切 り離せませ ん。福沢諭吉研究セ ンター と慶磨義塾アーカイブズと

い う不可分の関係なのです。 同 じく大阪市立大学では、恒藤恭 とい う敗戦直後の学長 と大

学 との関係が中心 になっています。 こ うい う大学はいっぱいあ ります。 そ ういった ことを

通 じて何 を明 らかにしたいか とい うと、建学の理念 なのです。
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ところが これは、なかなか実は困難な、一筋縄では行 かないテーマです。

事務局の方 はよくご存 じか と思いますけれ ども、例 えば文科省宛 てにGPの 申請書な どを

書か され るとき、絶対に言われることは何か とい うと、 「この改革のテーマはおた くの建学

の精神 とど うつながっていますか」。 あるいは、「これ を生み 出 した沿革 は何ですか」 と聞

かれ るわけです。つま り、Aと い う改革テーマをお立てになっているのは結構なんだけど、

これはおた くの建学の精神 とど うつながっているか とい うこ とです。最近は文科省や審議

会がそ うい うことを聞 くよ うになっているのです。 そ うする と、否応な しに沿革 をはっき

りさせ る必要があります。どの大学で も、それ は必死で明らかに しよ うとしてお られます。

福沢諭吉な どは非常に楽ですね。私の今い る立教大学の よ うな ミッシ ョンス クール も非常

に楽です。はっき りしていますか ら。 それ以外の大学では苦 しんでい る場合 もあるのです

が、そ うい うときに私は申 し上げているのです。そ こをつ くった方たちの言葉 の中だけで

建学の精神 を探 り出そ うとしないほ うがいいと。

そ うい う方法でや っていると、東大のよ うな所には建学の精神 はあ りません。私は百年

史に携わったか らよく分か ります。では何があるかとい うと、国家の理念があるんですね。

明治国家の理念が、東大建設の理念だったのです。その程度 のことで始まって、だんだん

その後にい ろんなことが付 け加わってきて、今 日の東大 な り京大があるとい うことにな り

ます。 そ うい う場合 、 どうや って建学の精神 を確かめるのか。創設者の言葉か らは何 も出

てこない。何か ら出て くるか とい うと、それ以後百年の選快の歴 史が建学の理念 なのです。

宙に浮いた よ うな理念があって、その実現のためにこの学校 があるとい うのではなくて、

開設以降 どうい う選択 をその大学が してきたか、その中に実は建学の理念 がもっ とも鮮や

かに出るんです。

立教 の場合 は、 ミッシ ョンス クールで簡単だ と言いま したけれ ども、実はウイ リアムズ

とい う日本聖公会の主教に後になった人が始 めたのですが、 この方は残念ながら1冊 も本

を書いてお らず、書簡が残 っているだけで、全 く手がか りがあ りませんで した。彼 の墓標

に書いてあるのは、[道 を伝 えて己を伝えず」 とい う言葉です。一切 自分の功績は残 さない

とい うことで亡 くなった方なのです。 こうい う方の場合、建学の精神 を言葉にす ることは

できないんですね。 とい うことは、それ以後大学昇格、戦争 、戦後 の復興等々に際 して、°

立教大学は どのよ うな選択 を したか、 これ を確かめてい くほかないんですね。 その行 きつ

く果ての ところに、遡 っていった果ての ところに、実 はある建学の精神 があったのではな

いか と考 えられます。今あわてて判 断す る必要 はない。大学 の百年間の選択の歴 史を明 ら
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かにす ることが先決 です。 それ を一番正確 に表す のは何 か とい うと、アーカイブズなので

す。アーカイブズがなかった ら、正確に分か りません。 アーカイブズは、建学の精神 をそ

れ 自体 として表す、極 めて重要 な施設になっているのです。

次に、大学のアイデ ンテ ィテ ィをここで共有できることです。特 に展示施設 を併せ て設

置 され ると、 これは非常 に大きい影響 を与えます。例 えば校友、父母、来賓、オープンキ

ャンパスに来た高校生、付属校や系列校の生徒 とその父母 に対 して大学を紹介す る一番い

いチャンスなんですね。そ こに来て見ていただけれ ば、大学の特色が分かるとい うことに

な ります。展示施設 として全国一の規模 を誇 っているのは京都大学です。 よほ ど当時の総

長の判断がよかったんだと思います。記念館の1階 はほとんどアーカイブズ施設にあて ら

れ、その中に広々 とした展示施設 を設 け、その一部は時々のポイ ン トになる特別 な企画展

ができるよ うになっています。あれは全国に冠たるものですね。

展示施設 は私立大学にもい くつ もあ ります。先ほ ど申 し上げた大東文化大学に もあ りま

す。私が理事会でそのことを提案 しま した ときに、一番喜んだのは校友会代表の理事たち

で した。 「そ うい う施設が一っあると、我 々が校友会の大会を開いたときにみんなが見るこ

とができる。ぜひつ くって くだ さい」と。あっとい う間に部屋をつ くることがで きました。

部屋 は小 さいのですが、それで も皆見に来るんです よ。例 えば同大学は書道が昔か ら有名

で した。 あ と成績が よかったのは箱根駅伝 ですね。それ らの成果 をテーマ に展示 して行 く

と、大学 としてのアイデ ンティテ ィを関係者皆で共有す る場所になってい くのです。その

点で、展示 は、非常に効用の高い施設であ ります。 しか し、アーカイブズがない と展示は

できません。そ ういった点では、展示館は、アーカイブズを延長 していった先の、効果 あ

る施設です。

三番 目は、 自校教育をなさるときに、アーカイブズが絶対に必要です。

私は今か ら10年 前 に立教大学で、自分の授業で 「立教生に立教 を語 る」 ことを、2時 間

2週 間にわたって行いま した。やってみてす ごく効果があることが分か りま した。

全学から集まった教養科 目受講の学生、1年 から4年 まで55人 の うち、1年 が半数以上

の30名 で した。講義 してみて、びっくりしま した。学生は立教を知って入 ってきたのでは

ない とい うことがはっき りしたのです。 どこに行 きたかったのか聞いてみる と、みんな 口

を揃 えて、男性は半分ほ どが早稲 田に行 きたかった と。女性 はだいたい立教 に行 きたかっ

た とい うことで したが、上智や青学は どうか と聞 くと、それでもよかった とい うことで し

た。誰 も立教 に必然性 を持 って入 ってきていない、とい うことが、や ってみてよく分か り
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ま した。JARパ ックといって、上智、青山、立教の3校 を指すのですが、その うちで一番

発表が早かったので ここに した と、その程度だったのです。お互いの出会いはま ことにあ

やふやなもので、学生 は偶然そ こに座っていて、そ こへ偶然私が現れた と。 これ はいけな

い と思いま して、 「次週か ら立教 についての講義 をす る」 と言いま した。学生は不審そ うで

したが、2週 間、徹底的に話 しま した。歴史をベースにおいて全部やって、分かったのです。

彼 らは実はこのテーマを聞いて一番安心 したのです。居場所が分かった とい うことですね。

自分がいるこの場所は どうい う場所なのか とい うことを、彼 らは初 めて知ったのです。

それまで知 っていたのは何 か とい うと、一般入試で来た子は、河合塾 などの出 している

難易度比較です。 あとは学内の環境 がいいか どうか、交通 の便 がいいか どうか。そのくら

いで、大学の特色 にひかれて来たわけではない。建学の精神 に感動 したなんて、ほ とん ど

いない とい うことが、や ってみて分 か りま した。 もちろん相手は無責任に来ているわけで

はなくて、一応選択 して来ているわけですが、それでいて、そのよ うな状態なのです。

です か ら、いかに 日本の大学に不本意 な入学者が多いか。 しか も全国にわたって見てみ

ると、実は不本意入学者 で浴れかえってい るのが 日本 の大学 なんだ とい うことが分か りま

す・ それに対 してきちっ と、今君たちが座ってい る大学は どの よ うにつ くられ、百年間の

間に こうい ういいこ ともした しこ うい う悪いこともした と言 う。 これか らは こうい うふ う

にこの大学をつ くりたい と。 「私はなぜ君たちの前でこ うして しゃべ ってい るか、 どうして

立教大学の教授 をやっているのか」。 こうい う話 をします と、彼 らは安心するんです。ま さ

に 「居場所が分 かった」 とい う安心感。 これは彼 らに とって非常に大 きい活性化 の要素に

な ります。

その当時は リアクシ ョンペーパーなんてあ りませ んか ら、出席表の裏 に学生たちはびっ

しりと感想を書いていま した。その反応を見て驚きま した。例 えば国際法学科の2年 生女

子は・ 「この講義を取って初めて青 山学院、明治学院、そ して立教大学の三っが どんなに違

うのか非常 によく分かった」 と。 こち らか らす ると常識的な ことで、立教は聖公会の設立

です。青 山学院 はメ ソジス ト、明治学院 もメソジス ト、それか ら上智大学はイエズス会 と

い うふ うに・全 く違 う教派 でできている とい うことは、私たちは知 っています け ど、学生

たちは ミッシ ョンスクニルだ とい うくらい しか知 らない。 それが、講義 を聞いてい くと分

かって くるのです。 「私はクラスに帰って皆 に自慢 したい と思います。今 日や っとそ うい う

次第が分か りま した」 と書いて くれ る女の子がいま した。また別の子 は、「私は就職 が内定

して・ある企業 に就職することになっています。で も実はこれまで4年 間、 この大学が嫌
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いで嫌いでたま りませんで した。仕方 なく出ていま した。 しか し今 日の先生の話 を聞いて

いて、この大学がす ごく好 きにな りま した。卒業間際 にこんな経験 を与えて くだ さって、

本 当にあ りが とうございま した」 と、びっ しり書いて くれたのです。それまで40年 近 く教

員 をや っていま したが、こんな反応 を受 けたのは初 めてで した。 これは、講義 が彼 らの胸

に届いたんだろ うと思 うんですね。 そ うい うふ うにす ると、いわば 自分が学生 とアイデ ン

テ ィティを共有 したことにな るのです。 これ は大きいことだ と思います。文科省の 申請書

に書けるとい うような効用ではあ りませ ん。 もっと深い、アイデ ンテ ィテ ィの共有です。

加 えて、実は 自校教育 をま じめにや ると、教員 と学生 との間だけでな く、教員 と職員 と

の間のアイデ ンティテ ィの共有 も生まれてきます。 どうい うことか とい うと、職員の方た

ちの協力な しには、 自校教育はできないか らです。 こちらの 自校教育 も、恐 らく職員 の方

たちの協力な しには実現 なされ なかっただ ろ うと思います。 自校教育 を本気でや ることを

通 じて、職員 と教員の間の協同が実現するのです。 これは大きい効果だ と思います。

ある先生の調査によると、2008年 に134の 大学で 自校教育が実現 してい るそ うです。今

は2011年 ですから、恐 らく200近 い大学でなさっているのではないでしょうか。広がって

いく状況を見ると、大学の名声や伝統、 レベル の如何 には関係 あ りませ ん。

やる方 としては面 白いです よ。いい ことばか りしゃべ っても学生は信用 しません。ああ、

またPRか と思 うんで しょうね。そ うではな くて、恥 も晒す必要があるのです。英語で言 う

ところのdiscloseを 学生たちも求めているのです。立教 の場合、1973年 に一大セクハラ事

件が起 こりま した。事件 の全貌 、その後、事件が解 明 された経緯、その後大学が どの よう

な対応 を取ったか、 これ を詳 しくしゃべ ります と、

学生たちは本当に真剣 に聞きます。聞いた後、そん

なことを起 こした大学なんて私は辞めます、と言 う

学生がいるか と思いきや、全 くゼ ロで した。そ して 譲

安堵 します。そ うい う所に私はいるんだ、それで も

この大学ではそ うい う問題 に立ち向かった先生や1

職員方がお られたんだ と。っま り大学全体を支える

願い、それが分かるんですね。その願いのことを今

世間では 「大学の理念」と言 ってい るのです。学生

たちは、大学の裏も表 も包み隠 さない話を聞くこと

で、実は大学の理念が分かるのです。隠 してはいけ
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ません。

ある九州の先生が、私の 自校教育の話 を聞いた後で、寄って来 られま した。その先生が

おっ しゃるには、「私のい る大学は20年 前に建設業者 がつ くった大学なんです。立教大学

な ら100年 伝統がおあ りだか ら1年 間でも授業できるで しょうが、私の大学でやろ うと思

ったら1時 間 ももちません。 どうした らいいですか」 と。私 は言 いま した。 「先生、そのこ

とをおっ しゃった らいい」 と。 「大学がつ くられた経過 をきちっと学生には言 うべ きです。

一番大事なことは、先生がなぜその大学で教 えてい らっ しゃ るか、そのことを学生 に正確
＼

に伝 えることです。そ して20年 の間に学生が どう変わってきたか、自分は どうい うことが

嬉 しかったか、こ うい うことを伝えれば、学生は必ず聞いて くれます」 と言 ったんです。

その とき私の頭 にあったのは、アメ リカの名門大学の ことで した。東 のハーバー ド、西の

スタンフォー ドな どと今は言われています けれ ども、そのスタンフォー ドに行 ってみ ると、

大学の始ま りは鉄道会社のスタンフォー ド・ファミリーが大儲 けをした金でつ くった大学

だったのです。ハーバ・一 ドは、ジ ョン ・ハーバー ドとい う無名 の青年 に突然遺産が転が り

込んできて、他 に しょ うがないから自分の名前を冠 した小 さいカ レッジをつ くったのが、

興 りです。 こ うして大学の来歴 を洗います と、 どんな大学で も人 にあま り話 した くないエ

ピソー ドや歴史がはいっぱいあ ります。で も、勇気 を持 ってそれ を学生 に話す と、学生は

そのことを 「よくぞ話 してもらった」と感 じるのです。また、自分たちは信 じられたのだ、

とい う気持ちにもな ります。 これは間違いのない 自校教育の"成 果"だ と思います。

結び

最後に、結び として申し上げます。

大規模大学に とってアーカイ ブズの設置は緊急 に必要です。ただ し、こちらの ように、

た くさんのキャンパスがあ り、たくさんの学部がある大学がアーカイブズをお創 りにな る

のは非常に大変だ と思います。 これはただ、アーカイブズをつ くるときに第一歩の、 どこ

で もぶつか る経験 です。

私が行きま したアメ、リカのアーキ ビス トの大会 でも、 こうい うワークシ ョップがあ りま

した。大規模大学においてアーカイブズをつ くるときの経験 について、30人 くらいの人が

聴講 して、MIT(マ サチューセ ッツ工科大学)で アーカイブズをつ くった経験がある女性

か ら講義を受 けま した。 アーカイブズ(文 書)を 寄付 しても らうための心がけ、寄付 され

た文書を読む ときのアーキ ビス トの心がけ等、立派な問答形式の授業でや って くれま した。
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私 もクラスの一員に入 って、 とて も面 白かった。 これか らいろんな国内外の大学の経験を

お聞きになるといい と思います。大規模大学に とって こそ、アーカイブズ を設置す ること

は緊急の課題 です。

i二番 目に
、 「大学」が大学になるとい うこと。 これが今、求められています。先 にもふれ

ま したよ うに、新 しい認証評価の中に、大学の内部質保証システムの重要な一部 として、

二っの ことが新 しく書かれています。一つは大学沿革史の編纂刊行 をきちん とやっている

か とい うこと、 も う一つの尺度は、大学文書の保存活用 をや っているか とい うことです。

この二つが尺度 として明記 されてい るのです。私 どもも周 りにずいぶん勧 めま した。アー

カイブズがなかった ら大学ではない と世界的に も言われています よと。

こ うい うことにはきちっと取 り組 むべ きです。 内部質保証 システムの一つ と して、アー

カイブズがきちん と位置づ けられつつあるとい うことをも う一度繰 り返 し、御静聴への御

礼を申 し上げて、話を終わ りに したい と思います。

(拍手)

増 田 寺崎先生、 どうもあ りが とうございま した。先生は この後退席 され ますので、 どう

してもお聞き しておきたい とい う先生や職員 の方がお られま した らどうぞ。

仁藤先生(仁 藤伸昌)ど うぞ。

仁藤 生物理工学部で、バ ックグラウン ドは農学なんですけ ど、今 日のお話にたいへん感

動いた しま して、今で もちょっ と震 えている思いです。途 中の先生のお話で、ライブラ リ

ー
、アーカイブズ、それか らミュー ジアム とい うことがございま した。私 どもの大学では、

私の所 もそ うなのですが、理系では文書以外 にいろいろ現物 とい うものがかな りあ りま し

て、そ ういった もの も一つのアーカイブズだ と思 うんです けれ ども、また逆に言 えば、科

学史的な ミュージアムでも分かるような気 が します。その ミュージアム的な性格 と、アー

カイブズ との境界 とい うか、展示 とい うお言葉 もあ りま したけれ ども、その境界 を、私 ど

もがこれか らアーカイブズや ミュージアムをつ くってい く上 でどのよ うなヌタンスを持 っ

て進 めるべきなのか、教えていただければ と思います。

寺暗 それ はす ごく微妙です。現実的にはあま り境界 はない と言ってもいい くらいです。

とい うのは、いろんな国のアーカイブズの ことを聞きます と、アーカイブズに何 を集 める
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か とい うことで、物品を挙げる所 も多いんです よ。物品 といっても大小があ りま して、例

えば京都 大学の持 ってい らっ しゃる物品の中で珍 しい ものに、京都帝国大学の印があ りま

す。それが第一番 目に飾 ってあるのですが、「これ はどうしたんですか」と聞 くと、「いや、

実は捨て られ よ うとしていま した」 と。 旧京都帝国大学の公印ですか ら、かな りの大 きさ

です。捨て られ ようとしていたのを誰かが見つ けて、 「これ は昔の印鑑 じゃないか」 と。そ

して開いてみ ると、確 かに京都帝大の代表印鑑だったのです。大切な所蔵品になっていま

す。

印鑑 くらいの大 きさな らいいのですが、旗 とか看板な どは大きいのでスペースの都合 も

あ ります。私は基本的に、それ くらい大きくなるとミュージアムに置 くべきだ と思います。

東京大学だと総合資料館、今 は名前が変わって博物館の ものにな りますね。 「境界」はあ り

ませ んが、分担 して保存す るのは大切 だと思います。

仁藤 あ りが とうございま した。一部だけ強調す るよ うで失礼か もしれませんが、私 ども

の大学には医学部があ りま して、そこに行 きます と、先生 もご存 じと思いますが和歌山県

に、 日本で麻酔薬 を最初に始 めた華岡青洲 とい う方がお りま して、その方が 日本で初 めて

外科手術 をした とい う文献があ ります。 かな り歴史的な意味合いのあるものだ と思います

し、大学 としてぜひ活用 したい と個人的に思ってい るのです が、たいへん不躾 な質問で し

たがあ りが とうございま した。

寺暗 どち らかで方針 をお決めになるとよろ しい と思いますね。

増 田 も う一人 くらい、 どなたかお られ ました ら。

それ では質問もないよ うですので、 これで寺暗先生のご講演 を終わ らせ ていただきたい

と思います。 もう一度盛大な拍手をお願 いいた します。先生、 どうもあ りがと うございま

した。

(拍手)

休 憩

増 田 それではただ今か ら第2部 を始 めさせていただきたい と思います。第2部 は私立大

学のアーカイブズ活用事例 とい うこ とで、学習院大学 の桑尾光太郎先生にお話をいただき
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ます。学習院は本年 か らアーカイブズを始 められ ま して、現在様々な資料 を整理 されてい

る段階でございます けれ ども、我 々が大学でアーカイブズを始 めるにあたって非常に参考

になる示唆 をいただけるのではないか と思 ってお ります。それ では、講師の桑尾光太郎先

生をご紹介いた します。学習院大学大学院修了後、学習院大学史料館助手 として学習院大

学50年 史の編纂を担当 されてお られます。その後東京経済大学百年史編纂、学習院女子中 ・

嵩等科125年 史編纂に従事 され、関係 資料の調査や整理、年史の執筆編集 に携 わられ、学

習院大学や東京経済大学で 自校史授業 を担 当されてお られます。現職 は学習院アーカイブ

ズ職員 とい う形 ですけれ ども、 ご専攻は 日本近現代史、大学史でございます。

それでは桑尾先生、 どうぞよろしくお願 いいた します。

パ ー ト2 「学習院アーカイブズの活動 と課題

一私大アーカイブズの一事例一」

1.学 習院アーカイブズの概要

ご紹介 にあずか りま した桑尾光太郎 と申 します。お配 りした レジュメにそってお話を進

めたい と思います。

まず、私立大学のアーカイブズのあ り方 に、 とくに決 まった ものはあ りません。その大

学のそれぞれの個性 を活か しなが らつ くってい くとい うことで、現在私立大学でアーカイ

ブズ的なものを置いている大学は多 くあ りますけれ ども、そのあ り方 は様 々です。アーカ

イブズをいかに考えて、いかに動

かしていくかということにつレ諜1垂 膿'

にな ります。つま り近畿大学な ら

近畿大学な らではのアーカイブズ

を展開 していただきたい と存 じま

す。

私は寺崎先生 とは違って一介の

事務職員 に過 ぎません し、学習院

アーカイブズはこの4月 に発足 し

たばか りで、大 した仕事 は何 もし
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てお りません。 問題点ばか りなのですが、現状を簡単に ご紹介 して、反面教師 として ご参

考に していただければ幸いです。今 日は所蔵資料 の画像 をご紹介 します。 そち らのほ うが

面 白い と思いますので、他 は略 して進みたい と思います。

先 ほど申しま した ように、学習院アーカイブズは今年4月 に発足 しま した。 といって も

前身 があ り、総務課院史資料室 を改組 して、独立の事務組織 として リニューアル された こ

とにな ります。今年度 のスタッフは職員2名 です。 レジュメにあるよ うに、 目的は 「学習

院アーカイブズは、本院 の経営、教育 ・研究活動及び これ らの活動に伴 う事務処理 におい

て作成 され、収受 される史資料 の うち、将来 に残すべき価値のある史資料を評価選別 し、

保存 ・管理する組織 として設立す る」とうたわれています。要はど うい うことか とい うと、

2つ の役割に大別できます。まず、史資料によ り学習院の歴史 と伝統 を確認す る場 として、

研究教育 ・広報な どの諸活動に寄与す るとい うことで、寺崎先生か らお話があ りま したよ

うな 自校史教育のよ うに、いろいろな活動一例 えば展示です とか年史編纂な ど一 が、多 く

の私 立大学で実践 ざれています。先ほ ど見学 させ ていただきま したが、近畿大学にも世耕

弘一記念室があ り、私 どもも参考 にさせていただきたい と存 じます。以上はアーカイブズ

としてイメージ しやす い仕事だ と思いますが、それ に加 えても う一つ考 えてお りますのは、

文書の整理 と管理 を進め、事務効率の向上な ど業務改善に寄与す る とい う役割です。 これ

は教職員の方々に とってよ り身近な、 日頃作 っている学内の文書 をどのよ うに管理す るか

とい うことです。つま り日常の文書管理 を通 して、まず どこに何 があるか を明確に し、重

要な文書は確実に将来に伝 えていく体系づ くりをめ ざす とい うことにな ります。重要 な文

書はい うまでもな く、将来は学校の歴史 を示す資料 とな るわ けですか ら、ふたつめの役割

はひ とつ めの役割 を支 える仕事 とな ります。

日常の業務で作成 され る文書の管理 については、近年国立大学 が、情報公 開や公文書管

理法 との関係で実践 に踏み込んでいます。文書の適切な管理は私立大学でもや らなければ

ならない ところですが、私学は国立 と違 って法律 上の義務がないため、なかなか進展 して

いない と思います。学習院の文書管理 のあ り方 もプ リミティブな状態で、 どこに何 がある

のかよく分か らない、引継 ぎが うまくいかない、あると思っていた ものが捨て られていた、

あったとして もどこにあるのか分か らない とい う事態が発生 してお ります。 しか し、私学

や企業の ような民間団体で も、文書管理の合理化 は経営に資するものだ とい う認識が、次

第に深ま りつつあるように感 じます。近畿大学の状況はいかがで しょうか。

アーカイブズのステ ップ としては、最初は極めてシンプル に、「どこに何があるか」 とい
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うことを調査 し確認す ることです。それか ら2番 目のステ ップ として、アーカイブズとし

て保存す ることに対 して必要な設備、保存環境、スタッフを準備 します。3番 目は、実際に

残す もあ をアーカイブズに移す とい う、物理的にも極 めて大 きな作業です。 それか ら4番

目が、所蔵文書 ・資料の活用 とい うことですか らアウ トプ ッ トになると思います。、1番 目

か ら3番 目は、言葉で言 うのは簡単ですけど、実際にはなかなか骨の折れるインプ ッ トの

作業です。私の今 日の報告の趣 旨は、 このイ ンプ ッ トとい うもの、 日頃表立っては見えな

い仕事が、実は学校経営に とって とて も重要なのだとい うことです。 これを言って しまえ

ば終わ りなのですが、これか ら具体的な話に入 ります。

2.学 習院の沿革 と年史編纂 ・資料保存

では学習院の歴史 と、資料保存 が どのよ うに行 われてきたか とい うこ とを、簡単 にお話

しします。学習院のルーツは、幕末の京都で1847年 に開設 された公家の教育機 関にあ りま

す。明治維新 を経て1877年 、東京大学 と同 じ年 に、改めて学習院 として開校 しま した。戦

前までの学習院は華族の教育を主眼としたため、1884年 に文部省 ではなく宮内省の管轄 と

なる官立学校、今でい う国立学校 とな りま した。大きな変化があったのは戦後の1947年 の

ことで、宮内省 を離れて財 団法人化 し、私立学校 となって現在 に至 ります。華族 の教育 と

い うのが建学の精神 と言 えるか ど うか分か らないのです が、それ を捨 てて普通の学校 とし

て リニ ューアル されたことにな ります。つま り、国立の学校が民営化 されて学校 の性格 も

大きく変わった とい う、 日本 の学校では極めて珍 しい歴史を持っているわけです。

寺暗先生のお話にもあ りま したよ うに、1970年 代 に明治初期 に開設 された大学が創立百

周年 を迎えて、東大、早稲 田、明治、同志社、北大、立教 といった学校が次々 と百年史編

纂を行いま した。学習院 も、『学習院百年史』の編纂 を行いま した。今紹介 した大学は、い

ずれ も収集資料 をもとにアー カイブズあ るいはそれ に準 じる機 関を設置 していたのですが、

学習院はその点で大き く立ち遅れていた と言わ ざるを得ません。 とはいえ忘れてな らない

のは、百年史編纂 を行 うことによって所蔵資料の 目録づ くりと、新たな資料の収集 ・整理

作業 が根気強 く行われた ことです。そ して年表、資料 目録、教員 の経歴がカー ド化 されま

した。 こ うしたカー ドは、現在 も検索や レファレンス対応の基本 ツール として活用 され、

所蔵資料データベースの土台 となっています。過 去にやった ことの継続 とい うのは、つ く

づ く大切だ と思ってお ります。

百年史編纂事業が終わった後、その資料置 き場は院史資料室 とい う形 で担当職員一人を
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置いて細々 と存在 していま した。 ただ置かれ ていた とい う状態が続 いていま したが、1990

年代に今度は大学50年 史の編纂が開始 され ます。 ちなみに学習院大学は近畿大学 と同 じ

1949年 に、新制大学 として開設 されま した。その ときに専 ら資料収集な どの仕事を担当 し

たのが私で、同 じ時期に京都大学百年史編纂 を担 当されていたのが冨岡先生です。大学50

年史の時期には、戦後の事務文書の調査 ・移管 ・目録作成な ど、将来のアーカイブズを視

野に入れ た作業が行 われま した。大層なことは考 えてはいなかったんです けど、新制大学

の歴史、つま り1949年 か ら1999年 までの歴史を叙述す るには、当然近年の文書、例えば

1990年 代のカ リキュラム改革の文書なども見直 さなくてはな りません。そこで私は各事務

部署の倉庫 をくまな く探 しま した。それ か ら職員 と話 し合い、こんな資料 はないか といっ

た相談を してお りま した。 そ うい うことをやって各部署 と付 き合ってい ると、使わな くな

った文書 一非現用文書 一が集 まってきます。 これ は移管のルールがあるとかではなく、職

員 と私 との間で 「大事そ うだか ら取 っておいてよ、 ウチにあった ら捨て られ ちゃ うか ら」

とか、「ウチでは もうい らないか ら」 とい うような感覚で移管 をしていました。 こ うして事

務文書が徐 々に集まってきたのです。

しか しこの後 には長い道の りがあ りま して、大学50年 史が終了す ると集 めた資料 をいか

に活用す るか とい う議論は行 われたのですが、結局は予算や人件費な どに対する判断 もあ

った と思いますけど、アーカイブズは実現 しませんで した。その状況が変わったのが、2008

年 の大学院アーカイブズ学専攻の開設か らです。 日本 で初のアーカイブズ学研 究を行 う大

学院があるのに、自分が持 っている資料に何があるかがよくわか らないでは格好悪い、 と

い うことかど うかは分か りませんが、 よ うや くお粗末 な現状に 目を向け始 めるようにな り

ま した。翌2009年 に学習院アーカイブズ準備室が編成 され、2011年 に正式に発足 した次

第です。

こ うして見る と、学習院での資料の収集や整理 は、いずれ も年史編纂を機会に進め られ

ま した。これがアーカイブズの土台 となっています。2011年1月 にも、学習院女子 中等科 ・

高等科の125年 史が刊行 されま した。私 はその編纂に関わっていたのですが、関連資料の

調査 ・整理が大幅に進展 し、掘 り出 し物 が出た りしています。アーカイブズの存在に対す

る教職員の理解 も、まだまだですけどある程度は深 まってきた と思います。

3.所 蔵資料 の概 要

では、学習院アーカイブズは どの よ うな資料 を持 っているか とい うことを紹介 していき
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ます。私が根城 にしているのは非常に粗末な部屋で、本部棟 の地下を改装 して収蔵庫兼事

務室 ・閲覧室 として使用 しています。 資料室 とい うと、企業等では一般 に 「窓際」 とい う

印象が強い と思い ますけ ど、窓 さえあ りません。 これ か ら各部署の事務文書 を移管 してい

くには、とて もこのよ うなスペースでは対応できませ ん。段ボール箱 に して1100箱 くらい

の文書や資料が入 っていて、現在すでに満杯 の状態です。ですか ら、収蔵室や閲覧スペー

スな どの要求 を重ねて行 っていますが一 どの大学 も同様だ と思います けど一人件費 とスペ

ースは一番苦慮する ところなんですね
。大学のキャンパスプランの中でいろいろ議論は さ

れているのですが、 どうして も教育研究のスペースが優先 され るため、資料の収蔵スペー

スや図書館 の書庫 といったバ ックヤー ドのスペースの確保 は、なかなか難 しい と思 ってい

ます。

具体的な資料を挙げます と、まず戦前の宮内省時代 の文書資料があ ります。画像は教務

録 とい う教務関係 の文書で、戦前分はきれいに整理 されています。それか ら例えば運動会

です とか卒業式、入学式 といったイベ ン トがあった ときの記録が、明治時代か ら昭和の戦

前までまとめ られ ています。教務関係 に どんなものが入 ってい るか といいます と、例えば

明治43年 の時間割があ ります。中に 「西 田」 とあるのは、哲学者 の西田幾多郎です。 これ

時間表西 田
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を見 ると週15コ マの授業 をや っていて、結構働いていたことが分か るんですけ ど、西 田が

どの学年 の どんな授業を何 コマ教 えていたかが明記 され ています。む しろ戦後の時間割 の

方が残 されていません。次の文書は明治20年 とあ り、昭憲皇太后が華族女学校に授業参観

に来た ときの記録です。第3級 生の英語教師は津 田梅子 と記 されていて、津 田梅子の英語

の授業を参観 したことがわか ります。次は、大正元年9月13日 の庶務 日誌ですが、この 日

に明治天皇の大喪があ りま した。その夜、当時学習院長 を務 めていた乃木希典が 「閣下の

御邸にてご夫妻 自刃」 とあ り、有名 な殉死 の事件が記 されています。 これはかな り生々 し

い資料です。

戦後の資料では、近畿大学にも保存 されている と思いますが、た とえば雑件録 があ りま

す。昭和20年 代か ら40年 代にかけての文書は、ほ とん どわ ら半紙で作成 されてお り、酸

性劣化が どの学校で も他機 関で も大 きな問題 になっています。戦前の文書 とは比べ ものに

な らない くらい劣化 してお り、こうした ものが大量にあ ります。画像 は、昭和22年 に学習

院が私立学校 になった時の重要な文書ですが、触 るとボPポ ロ と崩れ る状態です。 もう一

つの例 として、先ほ ど学習院 とい うのは国立学校が民営化 された珍 しい歴史 を持 ってい る

とお話 ししま したけ ど、当時の学習院長がGHQと 存続交渉を行った記録があ ります。山梨

勝之進 とい う海軍大将が院長 をや っていたのですが、GHQに 対す る申請書を、こうい うふ

うに直 してみては どうか とい う添削 を加 えた資料です。 こ うい う大切な資料は、デジタル

化をは じめ酸 を抜 く、補強す るといった修復 も少 しずつ行 っているのですが、非常にコス

トがかか ります。 ですか ら本当に少 しの措置 しかできない とい うのが悩みの種です。それ

か ら、各部署か ら移管 され る文書に、建物の図面な どがあ ります。既 に取 り壊 して現存 し

ない建物の図面 も移管 されてきますので、これ らも大切 な資料 とな ります。

こ うして事務文書な どを整理 してい くと、 ファイルの中に珍品が紛れ込んでいる場合が

あ ります。画像 の大学案内ポスター(1957年)は その一つです。 こんなものを誰 も保存 し

ようとは思わないで しょうか ら、偶然残 っていたことにな ります。 当時の学習院は、戦前

の上流階級のイ メージが強す ぎて志願者 を集 めるのに苦労 していま した。つま り、受験の

対象 として意識 しない人が多かったのです。そ こで、「学習院は誰で も入学できます。身分

などの条件はあ りません」 と。それか ら、これ が泣 かせるのですが、 「学習院はそ う費用の

かかる大学ではあ りませ ん」 と書かれ ています。 これ を見せ ると学生や職員の皆 さんがけ

っこう喜ぶ ので、面 白い資料か と思 うんです けど、こ うした何気 ない記録が学校の歴史を

如実に伝 える どい うことを、今 回強調 しておきたい と思います。
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それから、昭和20年 の女子学習院の生徒が疎開 していた ときの 日詩があ ります。画像は

8月15日 の記録で注 目すべきことは、中学1年 くらいの女 の子 が書いているのですが、大

変す ぐれた文章力 を持 っています。 さらに 「午前、外国語」 とあ り、8月15日 まで女子学

習院ではフランス語 と英語 を教 えていたこ とがわか ります。

外部か ら寄贈 され る文書 、卒業生か ら寄贈 され る記事 もあ ります。画像は、翌8月16日

付の 「平岡公威 」ですか ら、戦後恐 らく初めての三島由紀夫 の文章ではないか と思われ ま

す。 「軍人の真 の使命は今始ま ります」 と書かれていて、戦後の三島の活動の出発点を示す

非常に貴重な資料です。 こうした資料 も寄贈 されています。
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写真 は、たいへん利用頻度の高い資料です。 「貸 してほ しい、展示で使いたい」 といった

要望が博物館や 出版社 などか らあ り、広報 などにも使 います。 こ うした写真 をデー タベー

ス化 して、検索できるように してあ ります。画像 は昭和10年 の女子学習院です。学校のあ

った場所 は現在秩父宮 ラグビー場になってお り、上方に神宮球場が写 っています。女子学

習院の木造校舎 は、昭和20年5月25日 の空襲で全焼 しま した。画像 は焼 け跡 を片付けて

ラグビー場 を造成 してい る光景で、神宮球場スタン ドか ら撮影 されたものです。 この写真

はラグビー場を造営 した鹿 島建設の広報室が所蔵 していて、そこか らお借 りしま した。 な

ぜ焼け跡の写真 をお見せ したか とい うと、つい1ヶ 月ほ ど前 に学習院女子中 ・高等科の倉

庫 の中か ら、焼 け焦げた戦前 の成績原簿が発見 されたか らです。成績簿は学校に とって最

も大切な資料です けど、取 り出 した ときには焦げ臭い匂いが しま した。 この成績簿 をみる

と、戦時下の非常事態 の中で先生たちは大変丁寧 に成績 をつけています。 また、空襲後 に

焼 け跡 の中か ら堀 り出す とい うよ うなこともやっているわけです。私 はあま り感激す るほ

うではないのですが、 さすがにこの資料を見つけた ときにはたいへん感銘 を受けま した。

学校の歴史や伝統 とい うものは、建学の精神云々 とい うよ りも、 こ うした資料を見せ る方

が、何か伝 わってくるよ うな気が します。
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印刷刊行物 も重要 なアーカイブズの資料です。た とえば大学案内は、大学の歴史 を語 る

資料 として何十年の後に威力 を発揮 します。画像は1965年 の大学案内で、表紙 に写ってい

る変わった形の校舎は ピラミッ ド校舎 と呼ばれ、学習院のシンボル的な存在 として1960年

に建設 され ました。2008年 に老朽化のため取 り壊 され、それ を惜 しむ教職員や卒業生 も多

かったんですけど、最近次 のよ うな写真が卒業生か ら寄贈 され ま した。 ピラ ミッ ド校舎が

建設中だった1960年 の冬だ と思 うんですけ ど、女子学生が工事現場に入 り込んで撮 ったも

のです。卒業生、元教職員、それか ら関係者 の遺族の方 とい うのは、学校 に対 してある思

い入れを強 く持っています。その思い入れに対 して適切に誠意 を持 って対応す るのもアー

カイブズの役割です し、そ うしたことに真面 目に対応 している と、先 ほどの三島由紀夫の

葉書のよ うな貴重な資料な ども集まって くることにな ります。

次 は学習院初等科生徒の文集 『ござくら』です。今で も発行 されている長 い伝統のある

文集で、画像 は昭和12年 の末に発行 された ものです。この年に 日中戦争がは じま り、誌面

は戦争賛美の生徒の作文でいっぱいです。当時の小学5、6年 生が、のちの学徒出陣す る世

代に当たるわげで、 この軍国主義教育の恐 ろ しさとい うもの を如実に伝 える資料です。学

習院 とい う学校 は軍国主義教育 をや っていなかった、 リベ ラルだったな どと言 う人もいま
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すが、それ は違 うだろ うと私は思っています。

モ ノ資料 もアーカイブズに移管 もしくは寄贈 されます。 ちなみにモノ資料 についてはぐ

学習院にも博物館に相 当する資料保存機 関があ りますが、どこが所蔵す るかはケー スバイ

ケースです。 この資料 はどこに置いてあるのがその資料 にとって一番幸せなのか とい うこ

とを考えなが ら、部署間で相談 して決めています。画像の碁盤は、皇室のお子 さまが5歳

の時に碁盤 に乗 って飛び降 りる儀式の際に使われ る碁盤 の姉妹版です。 この碁盤 が学長室

に置かれていて、アーカイブズに移管 され る予定です。 また、 自動演奏 ピアノとい う珍品

もあ ります。元々貞明皇后の所蔵品で、今 の天皇陛下が学習院の学生寮 にお られた ときに

皇室か ら下賜 された ものです。 しば らく音楽室にほった らか しに されていたのです が、修

復 されて現在は学 内の レス トランに置 かれています。管理 はアーカイブズが担 当 し、時々

卒業生の会に呼ばれて操作 した りしています。他にもいろんなものが学内から出てきます。

画像 は掛地図を調査 している場面です が、女子中 ・高等科 にはなぜか明治時代 に陸軍の作

成 した地図が残 されていま した。まった く恐ろ しい学校 だなと思います。

以上、 こ うした資料は、大学院アーカイブズ学専攻の授業な どで使っています。 自校史

教育については私 も授業 を担 当しているのですが、学生のモチベー シ ョンが大変高いです。

画像は以上です。

4.課 題 と感想

最大の課題 は収蔵 スペースの問題です。そ もそ も、事務文書 を置 くスペースが学校全体

で足 りません。 この合理化 を図 らない とどうしよ うもない。非現用 の文書 はどこかに集 め

ておいたほ うが、他 の部署 も自分たちの倉庫スペースが空いていいだ ろ うと単純 に考えて

お ります。移管のシステムについても考えなければな らないのです が、まだ どうしよ うか

と迷ってい る段階です。資料の利用公開の基準 と方法 の検討 についても、学校の文書には

学生 ・生徒の情報が入 っていますので、普通の公文書 と同 じには考 えられない と思います。

それか ら、文書 を選別、廃棄す るのがアーカイブズの役割だ とい うのですが、いざど うや

って選別 してい くか、保存か廃棄 かを決 めてい くのは、非常に面倒 かつ難 しい作業である

と思っています。

他の学 内資料保存機関一 図書館や博物館 など一 にも、学習院関係 の資料 は所蔵 されてい

ます。 それ らの機関 との調整 と連携 は、最近MLA連 携 と呼ばれていますが、 これはや っ

て当た り前だろ うと思います。セクシ ョナ リズムを強めるよ うアーカイブズなら、ないほ
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うがま しだ と思 ってお ります。

最後に、実際 に仕事 をや ってみての私的な感想 を述べたい と思います。 まず、最初 に申

し上げたインプ ッ トとア ウ トプ ッ トについてですが、アーカイブズの仕事は大 きく分けて、

調査 して収集 して整理す るこ とです。整理す るとは 目録 を作る とい うことにもな ります け

ど、こ うい う地道なイ ンプ ッ トの仕事が大 きいわけです。それ か ら展示や、年史の刊行、

デジタル画像の提供 な どア ウ トプ ッ トの仕事があ ります。経営的観 点か らは どうして も、

目に見 えるア ウ トプ ッ トが求 められ ますが、地道 なイ ンプ ッ トこそ経営基盤 を固める仕事

だ とい うことをご理解いただければ と思います。 とはいえ大学に限 らず、 どのアーカイブ

ズ も人員 ・スペース ・予算な どで恵 まれた所はあ りませ ん。京都大学の文書館 は極 めて珍

しい例だ と思 うんですけ ど、限 られ た力で どの仕事 に重点を置いてアーカイブズの活用を

はかってい くかは、その大学の経営戦略の問題だ と存 じます。

寺崎先生のお話 にもあった ように、実際にアーカイブズの仕事を していると、教員職員

を問わず系列校 も含 めてあ らゆる人 と、 ご用聞 きの ように分か り合 える関係 がで きます。

「倉庫 を見せ てください」とか、「どうですか」な どと話 し合いなが らや ってい くわけです。

文書の整理や保存 とは、教学組織で も事務組織 でも共通の問題です か ら、それを広い 目で

見渡 して、お互いの利害を調整 しなが ら連携を探 る うえで、アーカイブズは大変便利 な存

在 だ と思っています。それ か ら、卒業生な どか らの問い合わせ が多い とい う話 もしま した

けど、学外 との連携 とい う意味で も大 きな可能性 を持っています。いずれにせ よ、アーカ

イブズがあるおかげで便利 になった と評価 され るようになることが 目標です。

レジュメに 「アーカイブズは人の心 を豊 かにする存在」 と、気恥ずか しくなるよ うなこ

とを書 きま したけ ど、 目的にかなった資料 を提供 できた ときや、閲覧者 の要望 に応 え られ

たとき、閲覧者の方は非常に うれ しそ うな表情 をされ ます。その とき、や っていて よかっ

たな と素直に思 うんですね。3月11日 の地震の津波で流 された写真な どが、保護 されて一

生懸命修復 されているとい うニュースがあ りま した ように、人 は自分や家族、友人たちが

生きた証や記録 を拠 り所にす るのは間違いない と思います。 また、学校や大学に対 して、

卒業後 に愛着や思い入れ を持つ人 も多 くいる と思います。 アーカイブズの担当者 としては、

私は少 しでも利用 され る方が うれ しくなって帰 るこ とができるように、努力 したい とは思

ってお ります。まとま らない話で恐縮ですが、以上です。あ りが とうございま した。

(拍手)
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増 田 桑尾先生、 どうもあ りが とうございま した。貴重 なご体験の中か ら、それ か らまた

学習院の貴重な資料を見せ ていただきなが らお話 をいただき、本当にあ りがと うございま

した。近畿大学で も大いに参考に させていただきたい と思います。 ここで本来です と質問

をお受けさせ ていただくところです けれ ども、予定 してお ります時間が少 し過 ぎてお りま

すので、総合司会にマイ クをお返 ししたい と思います。

もう一一度、先生に盛大な拍手をお願いいた します。

(拍手)

浦崎 寺暗先生、桑尾先生、本 日はお忙 しい ところおいでいただき、貴重なお話を拝聴 で

きま した ことは、我々にとってたいへん光栄な ことと存 じてお ります。また、増 田先生が

学内で研究を始 められま して、最初アーカイブズ とい う言葉 を聞いたときに、NHKの こと

か と思ったのですが、何をす るのかと思いま した ら、ちょ うど大学教育の内部質保証 に直

接関わる話で、私 どもの直近の、これか らの喫緊の課題 になるとい うお話でございま した。

これは恐 らく、増田先生の研究成果 も踏まえて、各学部でこれか らど う取 り組んでい くの

か、学部、学科、それか ら教員個人そ して職員の皆 さんの課題 になってい くのではないか

と考 えてお ります。このアーカイブズを利用す ることで、近畿大学の社会的な評価 を高め、

また近畿大学に来て よかった と言ってもらえるような環境 をつ くることができれ ば と考 え

てお ります。

本 日のご講演 を踏 まえて、先生方 にアンケー トをお願いす ることになってお ります。今

後の研修の役 に立てるために、先生方のご意見 を頂戴で きれ ばと思います。 さらに、今 日

の ご講演で、各学部の部署でアーカイブズに残す ものを、ぱっと思いつ くもので結構です

ので・増田先生の所に資料 としてお渡 ししたい と思いますので、ア ンケー トのほ うもよろ

しくお願いいた します。

それではこれ をもちま して、本 日のFD研 究集会 を終了 とさせていただきます。

も う一度 、寺暗先生 と桑尾先生 に拍手 をお願いいた します。 ど うもあ りが と うございま

した。

(拍手)
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2.講 演 レ ジ ュ メ
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パ ー ト2
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